














目的 

私達はこれまで,前々年度は成熟児の腸内細菌叢の形成が,母乳栄養児では人工栄養児にく

らべ Bifidobacteriun 優位のフローラが早期に形成されること,また,前年度は極小未熟児

の腸内細菌叢形成が成熟児にくらべ著明に遅れることを報告した。本年度は抗生物質投与

が新生児・乳児の腸内細菌叢へ与える影響について検討を加えた。 


